
 

 

第 12回｢焼津市乳幼児教育推進会議｣を開催 

～テーマ「11年のあゆみと未来への架け橋」～ 

焼津市では、公立・私立の幼稚園、保育園及び地域型保育事業所の保育者が

小学校とも連携し『自己肯定感を持つ子どもを育てる』ため、様々な研修を通

して、日常の保育や園内研修の質の向上を目指し、全国的にも非常に珍しい先

進的な取り組み「オールやいづ★ねっこプロジェクト」を推進しています。 

 この度、市内 47園の園長・施設長が一堂に会しプロジェクトを検討する

「焼津市乳幼児教育推進会議」を開催します。公立・私立及び幼稚園・保育

園・地域型保育事業所の垣根を越え、保育者が一丸となって質の高い乳幼児教

育に取り組みます。 

 

■第 12回｢焼津市乳幼児教育推進会議」 

全国でも先進的な取り組みである「オールやいづ★ねっこプロジェクト」に

関する事業計画の立案や情報共有、意見交換などを行います。 

第 12回となる今年度は、オールやいづ★ねっこプロジェクトの、「11年のあゆ

みと未来への架け橋」をテーマに、これまでの取組を振り返りつつ、今後の 10年

を見据えた協議を行います。 

日時 ５月 20日(水) 午後２時～４時 30分 

会場 市役所本庁舎１階 会議室１Ｂ 

出席者 

 ・市長 

 ・教育長 

 ・市内の公立・私立幼稚園・保育所・地域型保育事業所の園長・施設長ほか 

  （計 47園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合先 

焼津市こども未来部 保育・幼稚園課 保育・幼稚園政策担当 杉山 

℡054-626-2772  FAX054-626-2187 

  
市政情報３ 

【オールやいづ★ねっこプロジェクト】 

平成 27年に創設。 

令和４年度には、上記の取り組みが静岡県教育委員会(幼児教育推進センタ

ー)に評価され、｢令和４年度 GOOD DESIGN AWARD｣を受賞しました。 
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保育者資質向上研修会 

 

焼津市乳幼児教育事業計画 

焼津市乳幼児教育推進会議 
～幼保・公私の枠を越えて、“共に”焼津市の子どもを育てる～ 

 

 

「自己肯定感を持つ子ども」を育てる 

課題検討部会 

調査 

⇓ 

課題検証 

⇓ 

事業立案 

⇓ 

評価 

参加者 

・幼稚園職員３名 

  （私立２、公立１） 

・保育園職員３名 

  （私立２、公立１） 

・アドバイザー 

（大学教授） 

基礎的な学びの共有について 

乳幼児教育研修会 

【】【】 

保育者資質向上研修会 

 

 

夕方から行う研修。毎回 80名近くの 

参加者が集う。 

参加者：学びを求める職員 

保育の実際交流の学びについて 

参加者：副園長・主任級職員 

     小学校教頭 

・『自己肯定感を持つ子どもを育てる』
研修。 

・保幼小の連携。 

公開保育の推進 

乳幼児教育連絡協議会 

・公立・私立幼稚園・保育園に 

日程などを周知し、参加を促す。 

保育研修会 

参加者:希望する園 

 

・大学教授による指導・助言の聴講。 

・年２回（幼稚園・保育園各 1園）。 

子育ての知恵や工夫を財産として積み重ねることについて 

大きなネットワーク創り 

日常の保育・園内研修（各園）の質の向上 

参加者：市内全保育者  

毎年 300名を超える参加者が集う。 

大学教授による『自己肯定感を持つ子
どもを育てる』にまつわる講話を聴講。 

参加者：公立・私立幼稚園・保育園・地域型保育事業所施設長 

希望研修

       

・外国につながる子の支援研修。 

・就学支援研修。 

焼津市の保育における課題について検討する 

参加者：学びを求める職員 
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